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の意義、成果
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島根県では人口減少と少子高齢化が進行し、生産活動の中核を担う 15〜64歳
人口も減少傾向にある。地域社会を持続可能に維持するためには、労働者数の
確保だけでなく、就労可能な人が心身の不調により本来の能力を発揮できない
「プレゼンティーズム」を低減し、一人ひとりの労働パフォーマンスと働きが
いを高めることが重要である。 
本プロジェクトでは、特に精神的不調に起因する「精神的プレゼンティーズム」
に着目し、島根大学人間科学部が開発した ScWATによる働き方タイプ評価、 
同じく島根大学医学部発の尿中バイオピリン検査によるストレス反応の評価、
ならびにプレゼンティーズム・ワークエンゲイジメント指標を統合すること
で、人口減少地域における新たな健康経営・未病対策モデルを構築する。 
本研究は、SDGs目標 3「すべての人に健康と福祉を」、目標 8「働きがいも経
済成長も」、目標 9「産業と技術革新の基盤をつくろう」、目標 10「人や国の不
平等をなくそう」、目標 11「住み続けられるまちづくりを」、目標 17「パート
ナーシップで目標を達成しよう」に資する。成果として、地域企業・医療介護
施設における精神的プレゼンティーズムの実態、働き方タイプとの関連、尿中
バイオピリンを用いた客観的評価可能性、健康経営型介入の実装可能性を明ら
かにし、令和 9年 12月までに 6編以上の論文創出を目指す。 
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